
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 号 令和８年２月 12 日発行（不定期） 

発行：北海道教育庁オホーツク教育局 

担当：教育支援課社会教育指導班（文責 髙橋） 

電話：0152-41-0759 

Mail：takahashi.eriko@pref.hokkaido.lg.jp 

地域と学校の連携推進だより 

 

 前号ではコミュニティ・スクールを特集し、「熟議」の充実を図っている学校の取組を紹介しました。今号は、そ

の第２弾として、昨年末に実施しました地域連携オンライン研修会「地域の方が学校に協力したくなる熟議」を紹

介します。研修会には、管内全校種から 17 名の学校関係職員に参加いただき、事後アンケートでは「地域学校協働

活動との一体的な推進の必要性を理解できた」、「どのように熟議を進めればよいのか、具体的に思い浮かべるよう

になった」、「社会教育と繋がるのは近道だと感じた」などの感想をいただきました。講演では、熟議の進め方に加え

て、持続可能な地学協働の体制づくりの話がありましたので、その概要をお伝えします。 

 

これからのコミュニティ・スクールとは 

この言葉は、コミュニティ・スクールに関わる人、これから関わ

る人に必要な資質と考えています。コミュニティ・スクールは何の

ためにあるのかを深く理解し俯瞰する力。その上で、自分たちの町

や学校は具体的に何をすればいいのか、小さなことから着手できる

力。そういう視点を大切にしてほしいと思っています。 

コミュニティ・スクールが制度化して 20 年が経ち、時代とともにその在り方が変化しています。現在、コミュニ

ティ・スクールは、学校運営協議会を設置しているだけではなく、地域学校協働活動（本部）と一体的に推進する

ことが求められています。国の教育振興基本計画（R5～R9）の基本方針の一つとしても位置づけられています。 

着眼大局 

着手小局 

北海道地学協働アドバイザー 青田  基氏 
（社会教育士・ファーストナレッジ（株）代表取締役・元北海道 PTA 連合会会長） 

コミュニティ・スクールに関わる人に必要な資質 

北海道地学協働アドバイザー青田氏資料より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 ～学校～  地域学校協働活動 ～地域～ 

計画的に（ＰＤＣＡサイクルを廻す）  試行的に（トライ＆エラーの繰り返し） 

権限と責任のある組織体  緩やかなネットワーク体 

仕事として 教育者として  社会活動として ボランティアとして 

決まった人が期限までに求められる結果を作る  できる人ができる時に出来る範囲の成果を作る 

意思決定  実動・実践 
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コミュニティ・スクール 
（学校運営協議会を設置した学校） 

 
 

地域学校協働活動 
（子どもたちの成長を支える地

域活動のネットワーク） 

 
 一体的推進 

地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり 

  意思決定機関 
ボランティア精神の 
実動・活動チーム 

地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり 

中心にあるのは 
子供たちと地域の未来 

 
 

コーディネーター 
の存在が重要 

地域学校協働本部 

学校教育 社会教育 

熟議のもち方と地学協働の体制づくりの推進例 

 地域と学校が協働するためには、両者をとりもつ地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）の存在が重

要です。地域コーディネーターが、地域と学校のそれぞれの立場を理解し、適切に情報や人材、活動の橋渡しをす

ることで、学校の管理職や担当教諭が異動しても持続できる地域連携体制をつくることができます。 

Step１ 解決すべき問題・課題を熟議であぶりだす 

・初めは行政（教育委員会）が主導で熟議を開催。企画とファシリテーターは社会教育主事が望ましい 

・参加者は多様な属性で教育やまちづくりに関心のある一般市民（学校運営協議会とは別に設定） 

・子どもや地域に関わる、気になる・放っておけない課題を熟議で見える化 

・熟議は全員がフラットな関係で対話を重視 

・場合によっては、事前に学校教職員だけで熟議をして課題をあぶり出しておくとよい 

学校と地域をとりまく課題解決のための仕組み 

オホーツク管内はほとんどの学校（全校種 95.1％）がコミュニティ・スクールを設置しています。青田アドバイ

ザーから学校運営協議会を機能させ、地域の方々が学校に協力しやすくなる体制づくりのヒントをいただきました。 

コミュニティ・スクール ＝
 

北海道地学協働アドバイザー青田氏資料より 

北海道地学協働アドバイザー青田氏資料を加工 

 人材発掘兼ねる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校運営協議会 地域学校協働（本部） 地域コーディネーター 

主な 

役割 

（主体は学校） 

・学校の課題解決 

・教育課程の充実 

・地域に開かれた学校づくり 

（主体は地域） 

・地域の課題解決 

・地域の子育て 

・学校を核とした地域づくり 

（学校と地域のつなぎ役） 

・地学協働のコーディネート 

・配置は行政 

・本部の事務局 

 

 

 学校運営協議会 地域学校協働（本部） 熟 議 

学校 

・主催者兼委員 

・学校運営方針説明 

・地域課題解決に連携協働 

・地域資源を学校の教育課程に取り入

れることを地域に依頼 

・地域連携担当者の育成 

・学校が困っていることや、 

地域に協力して欲しいこと

を表明 

地域 

・委員として参画 

・合議の意見表明 

・学校課題解決に連携協働 

・地域の課題解決を学校の教育活動に

組み入れることを依頼 

・本部の設置と運営 

・地域課題のうち学校教育を通

じて解決できそうなことを

表明 

行政 

・設置要綱の作成 

・予算措置 

・本部の立ち上げ支援 

・社会教育主事らによる各種サポート 

・コーディネーターの発掘と育成 

・場の設定 

・ファシリテーション 

・首長部局との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step２ 地域学校協働活動の体制づくり ～緩やかなネットワーク～（本部とコーディネーターの配置） 

Step３ 課題解決の方策を学校運営協議会で協議 

Step４学校運営協議会・地域学校協働本部・地域コーディネーターの役割を明確に 

Step５学校・地域・行政の役割を明確に 

・本部とは、所在地や組織ではなく地域学校協働活動と学校をゆるくつなぐ事務局的 

な存在（数名のスタッフが望ましい） 

・コーディネーターは、学校運営協議会に参画した方がよい 

・地域学校協働活動の構成員は本部の審査を経て登録制とし、熟議への参 

加や主体的に活動してくれる人にした方がよい 

 

・課題を緊急性や重要性の観点から整理し、優先順位をつける 

・取り組む活動を地域学校協働活動のどのメンバーと協働するか協議し、本部を通じて地域側に依頼する 

・活動の企画や運営を学校教職員に丸投げしてはいけない 

学校の働き方改革に配慮し、地域側が主体的に動くこと 

令和８年４月の法改正により 
学校運営協議会で承認する「基本的な方針」の内容が追加されます。 

 
（例）地域人材 
コーティネーター 

行政職 

公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の一部改正 

＜学校における働き方改革の一層の推進＞  
関係の皆様 
よろしく 

お願いいたします 

地域学校協働の言葉自体、馴染みが薄かったかと思います。コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と

地域学校協働活動を両輪で一体的に推進するためには、社会教育に関わる皆様の力が必要不可欠です。 

来年度オホーツク教育局が主催する本事業については学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的な推進に焦

点をあてた研修会を予定しております。本たよりを送付して皆様方にご案内しますので、ご興味のある方はぜひ参

加をお待ちしております。 

本部は、○○ネット、○○応援団等 

なじみやすいネーミングが Good 

情報提供 


